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鶴原製薬株式会社  
 
ベリアトール SR錠 200使用上の注意改訂のお知らせ 

 
 

拝啓、時下益々ご清祥の段お慶び申し上げます。 
平素は弊社製品に対し格別のお引き立てを賜り厚く御礼申し上げます。 
この度、ベリアトールＳＲ錠２００の使用上の注意を下記のとおり自主改訂致しましたのでご連絡申し上

げます。 
今後のご使用に際しましては、新しい〔使用上の注意〕をご参照下さいますようお願い申し上げます。 

敬具 
 
記 
 

◆「（３）相互作用の２）併用注意」」に下記を追加致します。（   ：追加箇所） 
改     訂     後 改     訂     前 

２）併用注意（併用に注意すること） 

薬剤名等 臨床症状・措置方法 機序・危険因子 

抗凝血薬 
ワルファリン
カリウム 

プロトロンビン時間を
測定して抗凝血薬の量
を調節すること。 
出血又はその傾向が認
められた場合には、抗凝
血薬あるいは全ての該
当薬剤を減量又は中止
すること。 

本剤による抗凝血
薬の作用部位の親
和性の増加による
抗凝血薬の作用増
強が考えられる。 

HMG-CoA 還
元酵素阻害薬 
プラバスタチン
ナトリウム、シ
ンバスタチン、
フルバスタチン
ナトリウム等 

横紋筋融解症があらわ
れることがある（「副作
用 １）重大な副作用」
の項参照）。 

機序不明 
いずれも単独投与
により横紋筋融解
症が報告されてい
る。 

フルバスタチ
ンナトリウム 

フルバスタチンナトリ
ウムの血中濃度が上昇
することがある。 

フルバスタチンナ
トリウムの肝代謝
が阻害され、初回通
過効果が低下した
ものと考えられる。

スルホニル尿
素系血糖降下
薬 
グリベンクラミ
ド、グリクラジ
ド、グリメピリ
ド等 
ナテグリニド 

冷汗、強い空腹感、動
悸等の低血糖症状の発
現が報告されているの
で、このような症状が
あらわれた場合には血
糖降下薬の量を調節す
ること。 

本剤とこれらの薬剤
との血清アルブミン
結合部位における競
合により、これらの
薬剤の血中遊離型
濃度が上昇し血糖
降下作用が増強さ
れると考えられる。
危険因子：高齢者 

インスリン 低血糖症状があらわれ
ることがある。併用する
場合には血糖値その他
患者の状態を十分観察
しながら投与すること。 

インスリン感受性増
強等の作用により、
血糖降下作用を増強
すると考えられる。

シクロスポリ
ン 

腎障害が報告されてい
るので、腎機能検査値
（クレアチニン、BUN
等）の変動に十分注意
すること。 

腎障害の副作用が相
互に増強されると考
えられる。 

陰イオン交換
樹脂剤 
コレスチラ
ミン 

本剤の吸収が遅延又は
減少する可能性がある
ため、併用する場合に
は、少なくとも２時間
以上の間隔をあけて投
与すること。 

陰イオン交換樹脂剤
の吸着作用によると
考えられる。 

 

２）併用注意（併用に注意すること） 

薬剤名等 臨床症状・措置方法 機序・危険因子 

抗凝血薬 
ワルファリン
カリウム 

プロトロンビン時間を
測定して抗凝血薬の量
を調節すること。 
出血又はその傾向が認
められた場合には、抗凝
血薬あるいは全ての該
当薬剤を減量又は中止
すること。 

本剤による抗凝血
薬の作用部位の親
和性の増加による
抗凝血薬の作用増
強が考えられる。 

HMG-CoA 還
元酵素阻害薬
プラバスタチン
ナトリウム、シ
ンバスタチン、
フルバスタチン
ナトリウム等

横紋筋融解症があらわ
れることがある（「副作
用 １）重大な副作用」
の項参照）。 

機序不明 
いずれも単独投与
により横紋筋融解
症が報告されてい
る。 

フルバスタチ
ンナトリウム

フルバスタチンナトリ
ウムの血中濃度が上昇
することがある。 

フルバスタチンナ
トリウムの肝代謝
が阻害され、初回通
過効果が低下した
ものと考えられる。

スルホニル尿
素系血糖降下
薬 
グリベンクラミ
ド、グリクラジ
ド、グリメピリ
ド等 
ナテグリニド

冷汗、強い空腹感、動
悸等の低血糖症状の発
現が報告されているの
で、このような症状が
あらわれた場合には血
糖降下薬の量を調節す
ること。 

本剤とこれらの薬剤
との血清アルブミン
結合部位における競
合により、これらの
薬剤の血中遊離型
濃度が上昇し血糖
降下作用が増強さ
れると考えられる。
危険因子：高齢者 

インスリン 低血糖症状があらわれ
ることがある。併用する
場合には血糖値その他
患者の状態を十分観察
しながら投与すること。 

インスリン感受性増
強等の作用により、
血糖降下作用を増強
すると考えられる。

【記載なし】 

陰イオン交換
樹脂剤 
コレスチラ
ミン 

本剤の吸収が遅延又は
減少する可能性がある
ため、併用する場合に
は、少なくとも２時間
以上の間隔をあけて投
与すること。 

陰イオン交換樹脂剤
の吸着作用によると
考えられる。 
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